
第１４号
平成３０年１⽉
発⾏ 真宗⼤⾕派 泰仙寺
筑紫野市諸⽥３４８
092-927-1691

平成３０年２⽉１⽇午後１時より、泰仙寺本院
（みやま市瀬⾼町泰仙寺１２）にて「報恩講」
を執り⾏います。
どうぞ、この機会に瀬⾼の泰仙寺本院にお参り
くださいませ。

今から750年ほど前の11⽉28⽇浄⼟真宗の宗祖親鸞聖⼈
は90年のご⼀⽣を終えられました。親鸞聖⼈があきらか
にしてくださった教えを聞き「ありがとうございます」
とその恩徳に感謝するのが報恩講のお勤めです。
京都の東本願寺では毎年11⽉21⽇から28⽇まで勤められ、
その前後に全国の寺院で報恩講が勤まります。

報恩講とは

瀬⾼の本院



泰仙寺⼿芸教室のご案内 問合せ092-927-1691
⽇時 平成３０年１⽉２３⽇㈫

午前１１時より

会費 1,000円（お弁当代込）

泰仙寺秘蔵の多々ある着物コレク
ションの中からお好きな⽣地を選び
1⽉から3⽉にかけて和⾵テイストの
⼿提げバックを作りますよ。
春のお出かけバックにいかがですか。
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今⽉のことば
「初⼼忘るべからず」 世阿弥

「初」という字は⼑で⾐を裁断することを意味し、裁断する作業が⾐服を作る
⼿始めの作業であることから「はじめ」を意味する「初」という漢字が成り⽴
ちました。⾐服を作る時、反物に初めてはさみを⼊れる瞬間の⼼持ち、覚悟、
それが「初⼼」です。物事を始めた時の覚悟を忘れないということです。

湯布院の⻄蓮寺さんのお斎
昨年12⽉、湯布院の⻄蓮寺さんの報恩講の
お説教をさせてもらいました。
⻄蓮寺さんは平成28年の熊本地震で築280
年の⽴派な本堂が崩壊、現在本堂再建にが
んばっておられます。婦⼈会の⽅々が作る
昔ながらの精進のお斎は美味しかったです。

泰仙寺瀬⾼本院 報恩講の⽇程


